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大
開
町
と
松
下
幸
之
助
に
関
す
る
事
業

平
成
十
六
年
度
「
活
動
計
画
」

「
ご
あ
い
さ
つ
」

　
　
　
　
　
　
増
永
会
長

　
昨
年
三
月
に
福
島
区
「
大

開
町
と
松
下
幸
之
助
に
関
す

る
事
業
」
委
員
会
を
発
足
し

て
、
一
年
に
な
り
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得

て
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
こ
の
度
、
一
年
間

の
区
切
り
と
し
て
総
会
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。会

の
活
動
は
大
き
く
分
け

て
三
つ
の
柱
で
進
め
て
お
り

ま
す
。「
町
お
こ
し
事
業
部

会
」
は
大
開
が
松
下
幸
之
助

創
業
の
地
で
あ
る
こ
と
を
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
し
、「
松
下

幸
之
助
研
究
部
会
」
は
月
一

回
の
勉
強
会
を
続
け
て
い
ま

す
。ま

た
「
記
念
碑
建
立
準
備

部
会
」
も
そ
の
建
設
に
向

か
っ
て
着
々
と
準
備
を
進
め

て
お
り
、
会
の
活
動
は
着
実

に
発
展
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
松
下
幸
之
助
生
誕

百
十
年
に
あ
た
る
こ
と
で
も

あ
り
、
一
層
の
発
展
を
期
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
　
　
　
　
　

 

町
お
こ
し
事
業
部
会

　
　
　
　
中
野
副
会
長

   

「
活
動
方
針
」

　
松
下
幸
之
助
創
業
の
地
大

開
を
更
に
広
く
世
間
に
知
ら

し
め
、
且
つ
地
域
活
性
化
の

一
助
に
な
る
こ
と
を
勘
案
し

ま
す
。

   

「
活
動
計
画
」

　
一
年
を
四
季
に
わ
け
て
、

各
季
節
に
夫
々
一
行
事
以
上

を
行
な
い
ま
す
。

春
は
毎
年
四
月
二
十
九
日

の
《
リ
サ
イ
ク
ル
環
境
フ
ェ

ア
ー
》
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

へ
出
店
し
ま
す
。

　
夏
は
毎
年
の
野
田
阪
神
本

通
商
店
街
の
「
納
涼
ま
つ
り
」

(

七
月
又
は
八
月)

に
「
松
下

翁
と
大
開
」
の
研
究
発
表
の

場
と
し
て
、
ブ
ー
ス
を
開
設

し
ま
す
。

　
秋
は
区
民
ま
つ
り
、
又
は

西
野
田
工
業
高
校
の
文
化
祭

等
に
研
究
発
表
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
を
し
ま

す
。

　
冬
は
大
開
公
園
も
し
く
は

商
店
街
で
餅
つ
き
大
会
を
行

な
い
餅
の
配
布
は
無
料
と

し
、
餅
と
本
委
員
会
の
事
業

内
容
を
同
封
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
も
同
時
配
布
し
ま

す
。

　
そ
の
他
に
ジ
ャ

ス
コ
一
階
の
イ
ベ

ン
ト
広
場
を
活
用

し
た
パ
ネ
ル
展
も

考
慮
の
余
地
が
あ

り
ま
す
。

　
春
、
夏
の
イ
ベ

ン
ト
と
秋
の
区
民

ま
つ
り
に
関
し
て

は
、
昨
年
度
以
来

の
活
動
で
、
西
工

文
化
祭
、
冬
の
行

事
に
関
し
て
は
今

回
提
案
し
ま
す
。

　
以
上
の
活
動
計

画
は
予
定
と
し
て
、

今
後
町
お
こ
し
事
業
部
会
、

本
会
役
員
会
等
で
検
討
を
重

ね
る
こ
と
で
鋭
意
進
行
中
で

す
。

  

松
下
幸
之
助
研
究
部
会

　
　
　
　
　
井
形
副
会
長

    

「
活
動
方
針
」

　
松
下
幸
之
助
の
自
伝
を
読

む
（
輪
読
）
会
を
本
年
も
続

行
し
ま
す
。
他
面
、
松
下
の

人
物
・
業
績
を「
語
る
会
」「
聞

く
会
」
を
開
催
し
て
、
大
開

に
今
も
語
り
続
け
ら
れ
て
い

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
謦
咳
に
接

せ
ら
れ
た
方
に
伝
わ
る
話
を

記
録
す
る
こ
と
も
、
部
会
の

仕
事
と
し
た
い
。

   

「
活
動
計
画
」

　
松
下
創
業
当
時
の
①
工
場

跡
地
の
確
認
②
松
下
と
交
流

の
あ
っ
た
人
び
と
、
支
援
者
。

と
い
ち
か
い

特
に
十
一
会
の
メ
ン
バ
ー
の

追
跡
③
松
下
が
畏
敬
し
た
山

本
武
信
、
技
術
面
で
活
躍
し

た
中
尾
哲
二
郎
、
松
下
の
人

生
の
師
・
加
藤
大
観
と
の
出

会
い
を
調
査
、
研
究
し
、
当

時
の
社
会
背
景
と
松
下
を
育

て
た
大
開
町
の
実
態
把
握
が

本
年
の
懸
案
で
す
。

　
ま
た
、
ほ
か
の
部
会
と
も

連
携
し
て
「
大
開
と
松
下
幸

之
助
」
の
町
案
内
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
育
成
し
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
近
鉄
京
都
線
の
松

下
資
料
館
や
京
阪
電
車
「
西

三
荘
駅
」
近
く
の
松
下
電
器

歴
史
館
の
見
学
も
開
催
し
た

い
。
　
　
　

  

記
念
碑
建
立
準
備
部
会

　
　
　
　
　
山
本
副
会
長

   

「
活
動
方
針
」

事
業
目
的
の
町
お
こ
し
を

え
る
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
記
念

碑
を
可
及
的
速
や
か
に
建
立

し
ま
す
。

   

「
活
動
計
画
」

　
松
下
幸
之
助
氏
の
生
誕
百

十
年
と
な
る
平
成
十
六
年
十

一
月
二
十
七
日
ま
で
に
、
記

念
碑
を
建
立
す
べ
く
以
下
の

課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
ず
、
大
開
公
園
内
に
教

養
施
設
と
し
て
の
記
念
碑
を

設
置
で
き
る
よ
う
、
大
阪
市

ゆ
と
り
と
み
ど
り
振
興
局
と

記
念
碑
建
立
に
関
す
る
「
覚

書
」
を
交
わ
し
ま
す
。
次
に
、

記
念
碑
建
立
に
必
要
な
資
金

を
調
達
す
る
た
め
に
松
下
グ

ル
ー
プ
Ｏ
Ｂ
会
、
そ
の
他
に

広
く
協
力
を
呼
び
か
け
ま

す
。

　
一
方
で
、
記
念
碑
の
設
計

を
進
め
な
が
ら
、
公
園
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
、
そ

の
内
容
や
範
囲
を
決
定
し
ま

す
。
す
べ
て
の
段
取
り
が

整
っ
た
時
点
で
着
工
し
、
工

事
完
了
後
、
記
念
碑
を
含
む

施
設
を
大
阪
市
に
寄
付
を
し

た
上
で
、
松
下
関
係
者
を
招

き
除
幕
式
を
開
催
し
ま
す
。

第第第第第11111回総会回総会回総会回総会回総会

「
大
開
町
お
こ
し
マ
ー
ク
」

　
制
作
者
　
伊
達 

　
綾

　
西
野
田
工
業
高
校

　
デ
ザ
イ
ン
科
今
春
卒

第第第第第11111回総会回総会回総会回総会回総会「「「「「発発発発発足足足足足式式式式式」」」」」
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平
成
十
五
年
度
活
動
報
告

　
大
開
連
合
町
会
で
は
、
松
下
幸
之
助
さ
ん
で
「
町
お
こ
し
」
を
と
、
昨
年
の
三
月

八
日
に
福
島
区
「
大
開
町
と
松
下
幸
之
助
に
関
す
る
事
業
」
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
は

皆
様
も
ご
承
知
の
通
り
で
す
。
あ
れ
か
ら
一
年
、
大
開
で
は
地
味
な
が
ら
数
多
く
の

活
動
を
展
開
し
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
、
各
方
面
か
ら
注
目
を

浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、
二
回
目
の
総
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

約
一
年
に
わ
た
る
活
動
を
以
下
の
通
り
総
括
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
委
員
会
で
は
、

「
町
お
こ
し
事
業
部
会
」
を

は
じ
め
「
松
下
幸
之
助
研
究

部
会
」
そ
れ
に
「
記
念
碑
建

立
準
備
部
会
」
の
三
部
会
を

設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
積
極
的

な
活
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

「
町
お
こ
し
事
業
部
会
」

　
　
　
　
中
野
副
会
長

　
町
お
こ
し
事
業
部
会
で

は
、
商
店
街
へ
阿
波
踊
り
を

呼
ん
で
賑
わ
っ
た
夏
祭
り

や
福
島
区
民
祭
り
に
、
松
下

幸
之
助
パ
ネ
ル
展
を
開
催

し
、
大
開
が
松
下
幸
之
助
・

創
業
の
地
で
あ
る
こ
と
を

繰
り
返
し
Ｐ
Ｒ
し
、
町
お
こ

し
を
支
え
る
基
礎
固
め
を

し
て
き
ま
し
た
。

四
月
二
十
九
日
の
「
緑

の
日
」
に
は
、
福
島
区
役
所

向
か
い
の
旧
ジ
ャ
ス
コ
空

き
地
に
お
い
て
の
リ
サ
イ

ク
ル
フ
ェ
ア
に
参
加
出
店

し
て
、
松
下
幸
之
助
さ
ん
の

パ
ネ
ル
を
貼
り
幾
ば
く
か

の
収
益
を
あ
げ
ま
し
た
。

ま
た
十
月
十
一
日
、
十

二
日
西
難
波
に
お
い
て
大
阪

市
商
店
街
連
盟
主
催
の
ま
つ

り
「
楽
市
」
に
出
店
し
て
、
幸

之
助
さ
ん
の
パ
ネ
ル
を
掲
げ

て
、
そ
の
啓
発
に
も
務
め
ま

し
た
。

そ
の
他
、
昨
年
末
に
は
本

通
商
店
街
の
一
角
で
、
府
立

西
野
田
工
業
高
校
電
気
科
の

学
生
さ
ん
が
、
第
二
回
「
夢

と
光
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
を

実
施
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
音
楽
に
合
わ
せ
て
西
野

田
工
業
高
校
の
校
章
を
中
心

に
画
い
た
綺
麗
な
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
滅
す
る
光

と
音
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
、

寒
空
の
中
、
多
く
の
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。
こ
の
開
催

も
支
援
し
地
元
に
密
着
し
た

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

「
松
下
幸
之
助
研
究
部
会
」

　
　
　
　
井
形
副
会
長

　
部
会
活
動
の
手
は
じ
め
と

し
て
毎
月
一
回
、
第
三
土
曜

の
夜
に
、
松
下
幸
之
助
創
業

時
代
の
自
伝
を
読
む
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
九
月
二
十

日
に
ス
タ
ー
ト
し
、
三
月
で

第
七
回
目
を
迎
え
ま
す
。
読

む
会
は
Ｐ
Ｈ
Ｐ
友
の
会
・
市

野
俊
哉
氏
の
指
導
で
輪
読
会

方
式
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
や
る
気
満
々
、
意

見
続
出
、
新
し
い
情
報
が
毎

回
寄
せ
ら
れ
て
楽
し
い
。

本
会
発
足
を
記
念
し
て

「
大
開
と
松
下
幸
之
助
展
」
を

四
月
〜
六
月
末
ま
で
、
福
島

図
書
館
で
開
催
。
会
期
末
に

は
松
下
幸
之
助
の
孫
さ
ん
で

松
下
電
器
副
会
長
・
松
下
正

幸
氏
も
訪
れ
「
私
の
本
籍
地

も
大
開
町
で
す
よ
」
と
感
慨

深
げ
に
参
観
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
と
併
行
し
て
、
六
月
十

四
日
に
区
民
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
で
講
演
会
開
催
。
Ｐ

Ｈ
Ｐ
研
究
所
谷
口
全
平
講
師

の
「
松
下
幸
之
助
に
学
ぶ
―

運
を
開
く
発
想
―
」
の
講
演

は
三
百
名
の
聴
衆
に
多
大
の

感
銘
を
与
え
ま
し
た
。

「
記
念
碑
建
立
準
備
部
会
」

　
　
　
　
　
山
本
副
会
長

　
記
念
碑
建
立
準
備
部
会
で

は
、か
つ
て
第
二
次
本
店
・
工

場
の
あ
っ
た
大
開
公
園
内
に

記
念
碑
を
建
立
す
べ
く
、
こ

れ
ま
で
に
延
べ
五
回
の
部
会

を
重
ね
記
念
碑
の
基
本
案
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
、
最
終
案
を
決
定
す

る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
記
念
碑
を
覆
う
よ
う
に

福
島
区
の
花
「
野
田
藤
」
を

植
樹
す
る
こ
と
も
立
案
さ
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
た
基
本
案

を
元
に
福
島
区
役
所
を
通

じ
、
大
阪
市
に
記
念
碑
建
立

の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、
一
年
間

に
わ
た
る
三
部
会
の
活
動
に

よ
り
、
埋
も
れ
て
い
た
貴
重

な
品
々
や
数
々
の
逸
話
を
掘

り
起
こ
す
こ
と
に
も
成
功

し
、
そ
の
成
果
は
決
し
て
少

な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

以
外
に
も
、
事
業
委
員
会
で

は
ロ
ゴ
や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

『この指とまれ』平成 16年度は 
4月 22日 ◇  10月 28日 
5月 27日 ◆  11月 25日 
6月 24日 ◇  12月 16日 
7月 22日 ◆   1月 27日 
8月 26日 ◇   2月 24日 
9月 16日 ◆   3月 24日 

場所：大開公団集会室 
    （12号棟 1階） 
時間：午後１時３０分～３時 
費用：必要時実費（500円まで） 

大
開
連
合
町
会
だ
よ
り

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
よ
り

　
大
開
公
団
集
会
室
に
て
、
毎
月
第
四
木
曜
に
高
齢
者
の

集
い
を
し
て
い
ま
す
。
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

「
編
集
後
記
」

会
報
の
題
字
に
採
用
し
ま

し
た
松
下
幸
之
助
さ
ん
の
書

「
道
」
に
は
、
以
下
の
文
章
が

併
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
他
、
の
ぼ
り
や
垂
れ
幕
な

ど
も
製
作
し
着
々
と
町
お
こ

し
の
体
制
を
整
備
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
　
　
　
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　

大
開
校
下
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り

  

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
活
動
が
は
じ
ま
り
世
代
間

交
流
を
し
な
が
ら
皆
が
安
心
し
て
生
活
が
出
来
る
地
域
に

と
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

 

 

 

 

 

大
開
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
に
て
実
施

　毎月第4水曜日
午前11時～午後1時　
　　どなたでも

　毎月第2水曜日
午前10時～午前12時
　　就学前の親子

　

　毎月第2,4木曜日
午後7時～午後9時
　　興味のある方

3,296,000 272,172
27,795 204,911
30,000 311,889
9,825 53,000

31,200 15,000
20 10,420

7,277
7,000

38,482
118,504

1,575
2,354,610

3,394,840 3,394,840

通信費

備品代

普通利息

広告費
賃料
交通費

楽市売上金

支出の部
事務用品費
消耗品費

本通り商店街協力金

収入の部
協力金    １１８口
リサイクル収益金 
駅前商店街協力金

総会費
振込負担金

楽市商品代

以上の通り御報告致します。  会計：舩本正治  禅定貞男

平成15年度収支報告書

合   計 合  計

租税公課

通帳残高


